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５月２７日（木）１８：３０～ 名古屋・栄広場

最近、マスコミなどで取り上げられている、「ハ

イパー中枢港湾」構想。名古屋港も選定を受けよう

と必死です。しかし、その内容や問題点について、

県民にはほとんど知らされていません。４月２０日、

名古屋港管理組合職員労働組合は、「その計画につ

いて明らかにせよ」と団体交渉を行いました。

そ
も
そ
も
、「
ハ
イ

パ
ー
中
枢
港
湾
構
想
」

と
は
…
多
く
の
船
舶
の

荷
物
は
コ
ン
テ
ナ
で
運

ば
れ
、
日
本
の
港
を
基

幹
航
路
と
し
て
寄
港
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
は

施
設
料
を
格
安
に
し
て
い
る
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
上
海
・
香
港
・

釜
山
に
ま
わ
り
、日
本
へ
の
寄

港
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
競
争
に
勝
と
う

と
、国
土
交
通
省
は
昨
年
１０
月
、

徹
底
し
た
コ
ス
ト
削
減
と
船
舶

の
大
型
化
に
対
応
す
る
港
湾
づ

く
り
を
す
す
め
る
と
し
て
、
国

内
１
〜
２
ヵ
所
の
港
を
集
中
整

備
し
、「
ハ
イ
パ
ー
中
枢
港
湾
」

に
す
る
と
し
た
の
で
す
。

こ
の
中
枢
港
湾
に
、
伊
勢
湾

（
名
古
屋
港
・
四
日
市
港
）
の

ほ
か
、
京
浜
港
、
阪
神
港
、
北

部
九
州
港
の
４
ヵ
所
が
手
を
あ

げ
て
い
ま
す
。
４
月
２
日
に
は

国
交
省
が
、
中
枢
港
湾
を
選
ぶ

検
討
委
員
会
を
非
公
開
で
実
施

し
、
各
港
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

名
古
屋
港
の
管
理
者
で
あ
る

河
村
名
古
屋
市
長
は
、�
名
古

屋
港
が
選
ば
れ
な
け
れ
ば
日
本

の
輸
送
競
争
力
が
下
が
り
、
モ

ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
が
お
き
る
�と
、

独
特
の
言
い
回
し
で
選
ば
れ
る

の
が
当
然
と
し
て
い
ま
す
。

検
討
委
員
会
は
、
徹
底
的
に

コ
ス
ト
を
下
げ
な
け
れ
ば
日
本

の
港
に
コ
ン
テ
ナ
は
戻
っ
て
こ

な
い
、
そ
れ
を
ど
う
す
る
か
各

港
に
提
案
し
ろ
と
し
て
い
ま

す
。
港
職
労
の
熊
谷
委
員
長
は

「
具
体
的
に
は
、
港
湾
の
民
営

化
や
名
古
屋
港
と
四
日
市
港
の

一
港
化
、
４
つ
あ
る
コ
ン
テ
ナ

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
一
元
化
が
も
く

ろ
ま
れ
て
い
る
」
と
語
り
、
外

国
な
ど
の
大
規
模
資
本
の
活
用

ま
で
と
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る

と
、
ハ
イ
パ
ー
中
枢
港
湾
の
問

題
点
を
指
摘
し
ま
す
。

港
湾
労
働
者
を
守

る
た
め
た
た
か
う

名
古
屋
港
は
現
在
水
深
１６
メ

ー
ト
ル
。
国
交
省
は
大
型
コ
ン

テ
ナ
船
に
対
応
で
き
る
、
水
深

１８
メ
ー
ト
ル
の
岸
壁
が
必
要
と

し
て
い
ま
す
。
現
在
よ
り
２
メ

ー
ト
ル
を
掘
り
下
げ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
整

備
に
か
か
る
費
用
は
約
６
３
０

億
円
と
試
算
が
出
て
い
ま
す

が
、
さ
ら
に
か
か
る
と
も
。
熊

谷
委
員
長
は
「
費
用
は
地
方
も

負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
選

定
か
ら
は
ず
れ
て
も
計
画
は
す

す
め
ら
れ
、
結
果
的
に
、
莫
大

な
住
民
の
税
金
が
ム
ダ
に
使
わ

れ
る
こ
と
に
な
る
」
と
話
し
ま

す
。４

月
２０
日
の
交
渉
で
組
合

は
、「
ハ
イ
パ
ー
中
枢
港
湾
の

選
定
に
む
け
た
計
画
書
（
目
論

見
）
の
内
容
に
つ
い
て
、
労
働

組
合
に
説
明
を
す
る
こ
と
」
な

ど
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

当
局
は
「
管
理
組
合
の
根
幹

に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
り
な
が

ら
、
組
合
に
説
明
で
き
な
か
っ

た
こ
と
は
申
し
訳
な
く
思
っ
て

い
る
」「
誠
意
を
持
っ
て
話
し

あ
う
」「
港
湾
管
理
者
と
し
て

国
に
対
し
て
、
主
張
す
べ
き
は

主
張
す
る
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

熊
谷
委
員
長
は
、「
港
の
民

営
化
を
許
さ
ず
、
官
民
す
べ
て

の
港
湾
労
働
者
と
住
民
の
く
ら

し
を
守
る
た
め
に
た
た
か
う
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

五
月
晴
れ
の
も
と
、
１
日
、
名
古
屋
市
・

名
城
公
園
で
「
第
８１
回
愛
知
県
中
央
メ
ー

デ
ー
」
が
、
ま
た
県
内
６
ヵ
所
で
地
域
メ

ー
デ
ー
が
開
か
れ
、
あ
わ
せ
て
６
０
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

県
中
央
メ
ー
デ
ー
で
、
榑
松
佐
一
実
行

委
員
長（
愛
労
連
議
長
）は
「
世
界
の
労
働

者
、
正
規
・
非
正
規
、
中
小
・
下
請
け
ま

で
す
べ
て
の
労
働
者
と
つ
な
が
り
、
働
く

も
の
の
く
ら
し
と
平
和
を
守
ろ
う
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
２
コ
ー
ス
に

分
か
れ
て
デ
モ
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

尾張中部地区安城地区

県
民
に
は
何
も
知
ら
さ
れ
な
い
ま
ま
中
枢
港
湾

構
想
計
画
が
す
す
め
ら
れ
る
名
古
屋
港

港職労 熊谷委員長

外
国
資
本
の
活
用

ま
で
と
り
ざ
た
さ
れ
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�中央集会
�尾張東地区
�東三河地区
各地域メーデーの
ようす

第第
８８１１
回
メ
ー
デ
ーー
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（２）自治体 あいちの仲間２０１０年５月１０日 第１００５号 （１０・２５日毎月２回発行 昭和５３年６月２５日 第三種郵便物認可）

初初
任任
給給
でで
母母
のの
日日
のの

ププ
レレ
ゼゼ
ンン
トト

名名
古古
屋屋

４
月
２１
日
、名
古
屋
市
職
労
、

名
水
労
、
名
病
職
労
、
学
事
労

の
仲
間
が
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
パ

ー
テ
ィ
ー
２
０
１
０
を
開
催
。

会
場
の
マ
リ
オ
ッ
ト
ア
ソ
シ
ア

ホ
テ
ル
に
は
３
３
１
人
（
う
ち

新
規
２
４
６
人
）
が
参
加
。

「
名
古
屋
市
の
中
で
一
番
面

積
の
大
き
な
区
は
港
区
で
あ

る
、
○
か
×
か
」
な
ど
、
チ
ー

ム
対
抗
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
初
任
給
の
使
い
道
を

聞
く
と
、
く
す
の
き
学
園
の
鈴

木
沙
由
未
さ
ん
は
「
母
の
日
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
買
い
ま
す
」。

南
陽
図
書
館
の
石
谷
睦
美
さ
ん

は
「
自
転
車
買
い
ま
す
」。
中

川
区
役
所
の
池
田
祐
樹
さ
ん
は

「
３
月
分
の
ガ
ス
や
電
気
の
支

払
い
に
使
い
ま
し
た
」
と
。

足足
元元
をを
見見
つつ
めめ
てて

長長
久久
手手
町町
職職
労労

４
月
２１
日
庁
舎
食
堂
で
、
学

習
会
を
開
催
、
１８
人
が
参
加
。

元
組
合
役
員
で
町

社
会
福
祉
協
議
会
事

務
局
長
の
田
中
稔
さ

ん
が
、
役
場
の
こ
と

や
長
久
手
の
今
に
つ

い
て
話
し
、「
足
元

を
み
つ
め
て
、
自
分

た
ち
の
課
題
を
見
つ

け
て
い
こ
う
」
と
激

励
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
児
玉
執
行
委
員

長
と
矢
野
書
記
長
よ

り
「
新
入
組
合
員
の

て
び
き
」
を
も
と
に

組
合
の
あ
ら
ま
し
が

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

先先
輩輩
もも
後後
輩輩
もも

和和
気気
ああ
いい
ああ
いい

犬犬
山山
市市
職職
労労

４
月
２３
日
〜
２４
日
、
レ
イ
ク

サ
イ
ド
入
鹿
で
歓
迎
会
を
開

催
。
新
人
さ
ん
２４
人
・
先
輩
あ

わ
せ
て
総
勢
７４
人
で
交
流
。

新
採
用
職
員
の
元
気
い
っ
ぱ

い
の
自
己
紹
介
な
ど
が
あ
り
、

若
さ
溢
れ
る
食
事
会
と
な
り
ま

し
た
。

そ
の
後
は
、
２
次
会
や
３
次

会
で
先
輩
・
後
輩
の
枠
を
超
え

た
交
流
が
で
き
、
と
て
も
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
歓
迎
会
と
な

り
ま
し
た
。

いい
すす
取取
りり
ゲゲ
ーー
ムム
でで

でで
距距
離離
がが
縮縮
まま
るる

蒲蒲
郡郡
市市
職職

４
月
２３
日
、
ホ
テ
ル
竹
島
に

て
新
規
採
用
職
員
と
先
輩
職
員

あ
わ
せ
て
８１
人
が
参
加
。

「
多
く
の
人
が
組
合
に
加
入

し
職
場
の
要
求
実
現
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
」
と
書
記
長
が
あ
い

さ
つ
。
チ
ー
ム
ご
と
に
分
か
れ

て
ゲ
ー
ム
形
式
の
自
己
紹
介
。

豪
華
景
品
の
あ
た
る
ゲ
ー
ム
で

は
、
チ
ー
ム
戦
に
よ
る
イ
ス
取

り
ゲ
ー
ム
で
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

チ
ー
ム
対
抗
で
難
問
に
挑
む
・
名
古
屋

５
月
３
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）

再
検
討
会
議
。
核
保
有
国
に
核

兵
器
廃
絶
の
約
束
を
再
確
認
さ

せ
、
核
廃
絶
の
国
際
交
渉
開
始

の
合
意
を
つ
く
れ
る
か
が
問
わ

れ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｔ
に
あ
わ
せ
日
本
か
ら

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
１
５
０
０
人

が
代
表
派
遣
さ
れ
、
参
加
者
は

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
」
国

際
署
名
を
呼
び
か
け
る
街
頭
宣

伝
を
連
日
、
早
朝
か
ら
市
内
各

所
で
展
開
。
ま
た
、
２
日
に
は

和
服
や
ハ
ッ
ピ
な
ど
趣
向
を
こ

ら
し
、
核
兵
器
廃
絶
を
ア
ピ
ー

ル
し
な
が
ら
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

通
り
を
パ
レ
ー
ド
。
南
北
に
貫

く
目
抜
き
通
り
の
２
車
線
を

使
っ
た
集
会
に
は
１
万
人
以
上

が
参
加
し
ま
し
た
。
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自
治
労
連

�����
病気入院
５０００円／１日

掛金
１７９０円／月�

マンハッタンをパレード

�長久手町職労、�犬山市職労、
�蒲郡市職、の学習会・歓迎会

頑
丈
そ
う
な
登
山
靴
な
の

に
、
履
い
て
い
る
う
ち
に
靴

底
が
剥
が
れ
た
り
割
れ
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
登
山
中
だ
っ
た
ら

大
変
危
険
で
す
。
ス
ニ
ー

カ
ー
、
登
山
靴
、
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
ブ
ー
ツ
な
ど
の
靴
底
に

は
多
く
は
、
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
靴
底

を
は
る
接
着
剤
も
ポ
リ
ウ
レ

タ
ン
系
が
よ
く
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
は
軽

く
て
弾
力
性
に
富
む
素
材
で

す
が
、
経
年
劣
化
で
破
壊
や

剥
が
れ
が
生
じ
ま
す
。

ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
を
使
用
し

た
製
品
の
寿
命
は
約
５
年
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
保
存

状
態
に
よ
っ
て
は
短
く
な
る

こ
と
も
あ
り
、
長
い
間
履
い

て
い
な
い
靴
で
も
劣
化
が
起

こ
り
え
ま
す
。
劣
化
を
早
め

な
い
た
め
に
、
使
用
後
は
汚

れ
を
落
と
し
、
高
温
多
湿
を

避
け
て
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど

で
密
閉
せ
ず
、
風
通
し
の
い

い
所
に
保
管
し
ま
す
。

使
用
前
は
、
靴
底
を
そ
ら

し
た
り
し
て
ひ
び
割
れ
な
ど

異
常
が
な
い
か
確
認
し
ま

す
。破

損
に
気
づ
い
た
と
き

は
、
靴
底
は
既
に
ボ
ロ
ボ
ロ

の
状
態
で
、
短
時
間
で
剥

が
れ
落
ち
ま
す
。
山
行
中

に
靴
底
が
破
損
し
た
り
剥

が
れ
た
り
し
た
場
合
は
、
応

急
処
置
を
し
て
速
や
か
に
下

山
し
ま
す
。
応
急
処
置
の
方

法
と
し
て
は
針
金
、
細
引
き

紐
、
テ
ー
プ
な
ど
を
靴
に
巻

き
つ
け
て
本
体
と
靴
底
を
固

定
し
ま
す
。

くく
らら
しし
のの

��
��
��
５月

◆
靴
底
も
経
年
劣
化名古屋市職労の参加者

自
治
体
一
般
労
組
春
日
井
市
学

校
給
食
会
分
会
（
４
月
２４
日
）

分
会
長

礒
脇

秀
宏

副
分
会
長

清
水

芳
重

〃

小
島

弘
嗣

書
記
長

大
脇

健
司

会

計

山
岸

弘
定

１
０
０
１
号
の
ク
イ
ズ
の
こ
た

え
は
が
間
違
っ
て
い
ま
し
た
正
し

く
は「
ソ
ウ
ベ
ツ
カ
イ
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伊東ホテル聚楽

国民平和大行進 コース表
桜丘高校（歓迎集会）
１７：１０～１７：４０

蒲郡市役所
１７：２０～１８：０５

コープ安城よこやま
（くすのきハウス）
１５：２０～１５：３０

�豊田市役所 → 繁華街を一周 → 豊田市役所
１８：００～１８：２０ １９：００～１９：２０

刈谷市役所
１６：４５～１７：１０

大府市役所
１５：５０～１６：２０

春日井市役所
１５：３０～１６：１０

ピースアクション
（若宮ひろば）
１２：３０～１３：３０

名古屋市内集中行進（その他１２コース）

名鉄西春駅
１６：３０

ＪＲ稲沢駅ロータリー
１７：００～１７：００

江南市役所
１７：００～１７：３０

守山生涯学習センター
１６：３０～１７：００

各務原市民プール横 （引継集会）
１２：１０～１２：３０

湖西西部公民館
１１：００

御津支所（昼）
１２：４０～１３：３０

白山神社（昼）
１２：２０～１３：５０

野田公園（昼）
１２：３０～１３：５０

東浦町勤労福祉会館
（昼）１２：００～１３：００

美濃町公民館
１２：００～１２：５０

西柳公園（昼）
１１：３０～１２：２０

清洲城付近（昼）
１２：１０～１３：１０

稲沢市平和支所（昼）
１２：００～１３：００

一宮市役所（昼）
１２：４０～１３：４０

尾張旭市民会館
１２：００～１３：００

�豊橋市役所
８：１５～８：４５

�豊川稲荷公園
８：４５～９：２５

両町公園
（岡崎市役所北東）

９：００～９：２０

�知立市役所
９：３０～９：５０

半田市役所
８：３０～９：００

小牧市役所
９：００～９：３０

�中村公園
９：００～９：３０

名古屋市役所
８：１０～８：３０

津島市役所
９：００～９：３０

岩倉市役所
８：３０～９：００

宮川モール
９：００～９：１５

扶桑町役場
８：３０～８：５０

５／３１
（月）

６／１
（火）

６／２
（水）

６／３
（木）

６／４
（金）

６／５
（土）

６／６
（日）

６／７
（月）

６／８
（火）

６／９
（水）

６／１０
（木）

６／１１
（金）

ＮＰＴ


